前橋市上下水道台帳管理システム再構築業務
特記仕様書
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[bookmark: _Toc504568720][bookmark: _Toc504569006][bookmark: _Toc51154758][bookmark: _Toc112848915]適用範囲
本特記仕様書は、前橋市水道局（以下、「発注者」という。）が実施する「前橋市上下水道台帳管理システム再構築業務（以下、本業務という。）」に適用するものであり、受託者（以下、「受注者と」いう。）が本業務を実施するにあたり必要な事項を定めたものである。

[bookmark: _Toc264366016][bookmark: _Toc504568721][bookmark: _Toc504569007][bookmark: _Toc51154759][bookmark: _Toc112848916]目的
本業務は、水道（給配水）施設、下水道施設及び、農業集落排水施設の管路に対する適切な維持管理、業務の効率化、使用者サービスの向上を目的に、発注者が運用している上下水道施設管理システムの高度化の為、上下水道台帳管理機能を一体で管理できる新たなシステムの構築を行うものとする。
水道情報活用システムを構成するプラットフォーム「水道標準プラットフォーム」上での構築を将来検討していることより、水道施設については水道情報活用システム標準仕様等に準拠、下水道施設については下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き Ver.5（※導入の手引きが更新されている場合は、最新のものを使用すること。）に準拠し、下水道共通プラットフォーム上で運用可能なシステムの構築を行うものとする。
なお、導入するソフトウェアは情報共有化の観点によりWeb方式とするが、有益と認められる場合は別方式も可とする。

[bookmark: _Toc51154760][bookmark: _Toc112848917]関係法令等
本業務実施にあたり、関係する諸法令及び業務に関する諸法規等は以下のとおり。

(１)下水道法及び下水道施行規則
(２)水道法及び水道施行規則
(３)測量法及び同施行規則
(４)日本水道協会「水道維持管理指針」
(５)日本水道協会「水道施設設計指針」
(６)国土交通省「作業規定の準則」
(７)下水道台帳管理システム標準仕様(案)・導入の手引き Ver.5（(公社)日本下水道協会）
※導入の手引きが更新されている場合は、最新のものを使用すること。
(８)水道情報活用システム標準仕様
(９)その他関係法令、規則、通達等
[bookmark: _Toc264366035][bookmark: _Toc504568732][bookmark: _Toc504569018][bookmark: _Toc51154768][bookmark: _Toc112848918][bookmark: _Toc132454130][bookmark: _Toc136944428][bookmark: _Toc204091912][bookmark: _Toc204092874][bookmark: _Toc207462307][bookmark: _Toc417487233][bookmark: _Toc504568725][bookmark: _Toc504569011][bookmark: _Toc51154762]貸与資料
発注者は、本業務において必要と認める資料を受注者に貸与するものとする。受注者は、その保管及び取り扱いについては、亡失、汚損、破損等のないよう万全の注意を払うものとし、使用後速やかに返却するものとする。
資料の借用について受注者は、その都度発注者に対して借用書を提出するものとする。
発注者が貸与する資料に関して、受注者は、第三者に情報が漏れることの無いよう取扱いと保管に留意し、本業務の目的以外に使用しないこと。また、本業務上必要であっても発注者の承諾無くして複写してはならない。

[bookmark: _Toc112848919]情報セキュリティ要件
受注者は、本業務において個人情報等の重大な情報を多く扱うことから、円滑、かつ確実に履行するため、「プライバシーマーク（JISQ15001）」の認証若しくは、「ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム（JISQ27001））」の認証を取得していなくてはならない。

[bookmark: _Toc112848920]配置技術者
受注者は、主任技術者及び照査技術者をもって秩序正しく業務を行わせるとともに、本業務の実施に際して、本業務の意図及び目的を十分に理解し、技術面の管理を行うために必要な地理情報システムの専門知識と十分な業務経験を有した技術者を配置するものとする。
主任技術者は、技術士（上下水道部門：上水道及び工業用水道及び、下水道）の資格を有する者でなければならない。なお、条件を満たすため、技術者を複数人配置することを認める。これらについて、本業務の遂行に支障をきたすと認められたときには、発注者は、受注者に対し、主任技術者の変更を求めることができる。
照査技術者は、本業務に精通する者として、情報処理技術者に関する国家資格（基本情報処理技術者、応用情報処理技術者等）若しくは、（公社）日本測量協会による空間情報技術認定規則第 12 条第２項の規定による空間情報総括監理技術者の資格を有するものを配置しなければならない。若しくは、同種業務(台帳管理システム構築又は再構築)のシステム導入に係る業務に従事し、空間情報総括監理技術者の資格と同程度以上の期間の実務経験を有する者を配置しなければならない。また、照査技術者は主任技術者と同一の者が兼務することはできない。

[bookmark: _Toc112848921]提出書類
本業務の実施にあたり、受注者は以下の書類を速やかに作成し、発注者に提出･承認を得るものとする。
業務着手届
作業工程表
主任技術者及び照査技術者届（経歴書含む）
資格証明書の写し（主任技術者及び照査技術者）
その他発注者が必要と認める書類

[bookmark: _Toc264366029][bookmark: _Toc504568723][bookmark: _Toc504569009][bookmark: _Toc51154761][bookmark: _Toc112848922][bookmark: _Toc264366027][bookmark: _Toc504568731][bookmark: _Toc504569017][bookmark: _Toc51154767]疑義
本仕様書に定めのない事項、又は本仕様書について疑義が生じた場合は、発注者と受注者が協議の上、発注者の指示に従うものとする。

事故発生時の対応
受注者は、本業務実施中に生じた諸事故等に対して一切の責任を負い、発注者に発生原因･経過･内容等を報告し、発注者の指示に従うものとする。

[bookmark: _Toc447557389][bookmark: _Toc504568727][bookmark: _Toc504569013][bookmark: _Toc51154764][bookmark: _Toc112848924]契約不適合責任
本業務完了後、受注者の責めに帰すべき事由により契約の内容に適合しないものがあった場合、受注者は自己の責任と負担において修正を行うものとする。なお、本条により受注者が責任を負う期間は、契約不適合を知った日から１年間とする。また、合理的な範囲で受注者が不適合の修補を繰り返し実施したにもかかわらず、改善が見られないことにより発注者に損害を与えた場合、発注者は受注者に対して実際に被った損害額を賠償請求することができるものとする。

[bookmark: _Toc447557390][bookmark: _Toc504568728][bookmark: _Toc504569014][bookmark: _Toc51154765][bookmark: _Toc112848925]成果品の帰属
本業務における成果品のうち、システムプログラム及び第三者が既得している権利以外の成果品等についての版権は発注者に帰属し、発注者の許可なく複製及び貸与してはならない。業務終了後は、本業務で得た成果を全て消去するものとし、保管する場合は発注者の許可を得ること。

[bookmark: _Toc447557391][bookmark: _Toc504568729][bookmark: _Toc504569015][bookmark: _Toc51154766][bookmark: _Toc112848926]機密保持
受注者は、本業務により知り得た情報等一切の事項を、いかなる場合も他の者に漏らしてはならない。また、成果品（本業務の履行過程で得られた記録等を含む）を第三者に閲覧させ、複製させ、又は譲渡してはならない。

[bookmark: _Toc112848928]著作権、所有権、及び使用権許諾契約
本業務による成果品の著作権･所有権は、本業務において使用する市販ソフトウェアの著作権（受注者保有のパッケージソフトウェアの著作権を含む）を除き、全て発注者に帰属するものとする。
発注者は、本業務において使用するソフトウェアの使用許諾契約を、必要に応じて発注者とソフトウェア開発元等との間で締結するものとし、受注者は、その処理を代行するものとする。
受注者は、発注者の承諾を得ないで、業務の成果を他に公表し、貸与し、又は使用してはならない。
再委託の禁止
受注者は、委託業務の処理（又はサービスの提供等）を自ら行うものとし、業務の全部又は一部を第三者に委託し、もしくは請け負わせてはならない。

納期及び納入場所
本業務の納期及び納入場所は、次のとおりとする。
納期
構築期間：令和８年４月上旬～令和９年３月下旬まで
運用期間：令和９年４月１日～令和１０年３月３１日（１年更新）
納入場所
前橋市水道局及び前橋市役所

契約
１本業務は、来年度予算の事業を選考してプロポーザルを行うことにより、来年度早々から契約手続きを行うことができるようにするもの。したがって、当該プロポーザルに係る契約手続きや、請求手続きは、令和８年度になってから行うものとする。
（注意）本業務委託は、令和8年度当初予算成立を前提としたものであり、予算成立後に効力が生じるものとし、議会等において当初予算が否決され、又は本件予算が削除された場合は、契約締結は行いません。
２企画提案内容がそのまま契約内容となるものではなく、具体的な契約内容及び金額は前橋市との交渉により、決定します。 
３優先交渉者との交渉が不調に終わった場合、次順位者と交渉する場合があります。
４優先交渉者が決定した後に、仕様書の確定及び、見積合わせを実施し、契約となります。

業務概要等
業務概要
システム構築業務
プロジェクト計画
上下水道台帳管理システム構築
上下水道台帳管理システム用データ移行及び構築
クラウドシステム調整
システム運用管理業務
0. システム保守・運用


システム構築業務
システム構築要件
上下水道台帳管理システムは、インターネットに接続できない環境での構築（庁内）とクラウド（職員庁外閲覧用）の運用可能なシステムとし、基本的な要件は以下のとおりとする。また、職員にとっての操作性・利便性・拡張性に優れたものを提案すること。
システム必要導入台数は、「表１．システムライセンス数」を満たすものとする。
システムの構成は「別紙2．システム構成概略図」の記載の通りとする。
システムの機能要件は、「別紙１．機能一覧」の記載の通りとする。原則すべての機能を有するシステムとする。
上記の（1）～（3）において、受注者が提案し、発注者が運用に支障がないと認めた場合は、一部の機能を独立したサブシステムとして設計することができる。
職員によってシステムで利用できる機能や閲覧制限、追加・修正・削除等の台帳更新等の利用制限を行えること。これは、ログインＩＤを複数に分けて運用しても良い。
システムは容易に取扱えるよう操作性の優れたものとし、図形・属性等の変更も出来ること。
システムデータは職員が簡単な操作でデータバックアップができ、データの漏洩や持出しを防ぐため、ログインの履歴保存やユーザが行った操作のログ情報を取得できる機能を有すること。なお、個人情報保護法等、情報セキュリティポリシーについては、特に留意すること。
システムはWebブラウザ（Chrome、Edge）上で動作すること。
・サーバは、本市の仮想化システム（VMware　vSphere7.0）に構築すること。
・サーバＯＳとしてwindows server2022を導入する場合、ＯＳのインストールは前橋市が実施する。この場合、前橋市の仮想化システムに掲載するサーバの仕様を「様式第５　機能確認書」にて回答すること。
・サーバＯＳとしてwindows server2022以外（Linux等）を導入する場合、ＯＳのインストールは受注者が実施すること。この場合、受注者は「様式第５　機能確認書」に導入するサーバの仕様を明記すること。この場合は事前協議のうえ、仮想基盤へのハウジング要件に合致することを確認すること。
表１．システムライセンス数（現契約参考）
	前橋市水道局
	利用台数
	窓口システム

	水道整備課
	４０台(タブレット2台含む)
	２台

	浄水課
	１３台
	―

	経営企画課
	９台(当直用２台,貸出用2台,管理用含む)
	―

	下水道整備課
	３８台(タブレット1台含む)
	２台

	下水道施設課
	１８台(タブレット1台含む)
	―

	お客様センター（水道局内民間委託）
	４台
	―

	※同時接続１５ライセンス（無操作３０分で自動ログアウト）


現システムは、ライセンス数についての制限が無く、同時接続数に制限があるため、上記の書き方としております。

データ移行及び構築
データ移行及び構築
データ移行及び構築業務において、次に留意し実施するものとする。
対象データ及び数量については、下表のとおりとする。このほかにも細かなデータ移行は伴うため、注意願いたい。
※職員で随時データの更新を行っているため、データ量が増減していることをご留意いただきたい。
表２．移行対象データ（抜粋）
	分類
	レイヤ名
	データ数
	関連ファイル種類
	関連ファイル数
	関連ファイルサイズ（GB）

	上水道
	管路
	約2,970
	ｋｍ
	竣工図
	約35,200
	ファイル
	約6.5GB

	
	施設名称
	
	
	
	約130
	ファイル
	約0.15GB

	
	水管橋
	
	
	
	約700
	ファイル
	約0.23GB

	
	配水管施設台帳
	
	
	
	約15
	ファイル
	約9.0GB

	
	給水戸数
	約168,500
	戸
	メーター
	
	
	

	
	給水管
	
	
	給水台帳
	約435,000
	ファイル
	約111GB

	
	メモ(水道)
	
	
	
	約610
	ファイル
	約0.5GB

	
	水環境台帳
	約663
	箇所
	
	約663
	ファイル
	約0.3GB

	
	先行取出台帳
	約22,900
	箇所
	
	約22,900
	ファイル
	約9.5GB

	
	レイヤ数
	27
	
	
	
	
	

	下水道
	マンホール
	約51,600
	基
	
	
	
	

	
	管きょ
	約1,705
	ｋｍ
	
	
	
	

	
	取付管、桝
	約125,150
	基
	
	
	
	

	
	排水設備
	約141,500
	箇所
	排水設備申請書
	約141,500
	ファイル
	約27GB

	
	工事情報
	約23,300
	箇所
	
	約23,300
	ファイル
	約38GB

	
	開発情報
	約2,700
	箇所
	
	約2,700
	ファイル
	約0.6GB

	
	TVカメラ調査図
	約5,500
	件
	
	約5,500
	ファイル
	約0.6GB

	
	レイヤ数
	91
	
	
	
	
	

	集落排水
	マンホール
	約14,000
	個
	
	
	
	

	
	管きょ
	約470
	ｋｍ
	
	
	
	

	
	取付管、桝
	約13,000
	個
	
	
	
	

	
	背景図
	都市計画図・ｾﾞﾝﾘﾝ・地番図・前橋市所有航空写真・独自地形、共用空間、都市計画、ゼンリン、数値地図2500
TUMSY／TUMSY（独自データ形式）



[bookmark: _Toc112848939]現行システムからのデータ抽出作業は、既存ベンダーが行うこととし、その費用については、発注者が別途負担するため、データ抽出に係る経費は本見積に含めないこと。なお、データ変換や取り込み、修正など移行に関する費用は見積に含める。
データ変換に関する元資料については、発注者より所定の手続きによって貸与を受け、資料取集をすること。なお、貸与を受けた資料は厳重に保管し、必要に応じて発注者の許可を得て複製し速やかに返却を行うこと。
貸与予定の参考資料は、次の通りとする。
現システムデータ（Shape 形式）
その他ファイリングデータ（PDF 形式・JPEG 形式・TIFF 形式・xlsx 形式等）
紙媒体
上水道の管網解析について、配水区域ごとの管網モデルを構築すること。モデル構築の際は、最新の情報（標高・配水量・水圧等）を確認して行うこと。

クラウドシステム調整
クラウドシステム調整
インターネットを通じて、職員がパソコン、タブレット、スマートフォン等を利用して、各種台帳情報を参照できる「クラウドシステム」を調整し提供する。クラウドシステムにおいては、利用者とは職員、管理者とはサービスを管理する職員を指す。将来的には事業者や、市民等に公表することを前提とする。
利用者のログイン管理などによって、利用者のユースケースに沿った機能制限が出来ること。
クラウドシステムのサービス要件は以下を基本とする。
表３．クラウドシステム要件
	分類
	項目
	要件

	サービス提供環境
	配信方式
	Internet-ASP方式

	
	機器環境
	利用者、管理者双方のサービス利用環境は、以下のとおりとする。
・ＰＣ
‐OS：Windows10以降
‐ブラウザ：Microsoft Edge、Firefox、Chrome、Safari
・スマートフォン
‐OS：Android12.0以降、iOSの最新または1つ前のメジャーバージョン
‐ブラウザ：Chrome、Android 標準ブラウザ、Mobile Safari

	
	ネットワーク
環境
	利用者、管理者双方にサービスを提供するネットワーク環境は、インターネット環境とすること。

	
	サービス提供時間
	原則、24時間365日利用可能とすること。ただし、保守等の予定された停止については、この限りではない。

	ライセンス数
	利用者側ライセンス
	災害時の利用等を考慮し、利用するクライアント数に制限がないこと（フリーライセンス）。

	
	管理者側ライセンス
	システム管理者及びコンテンツ管理者が同時に５台端末程度アクセスすることを想定したサービスとすること。

	デザイン・操作性
	デザイン
	表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいデザインであること。

	
	操作性
	利用者およびサービスを提供する管理者双方にとって、わかりやすく、操作性が高く、効率的な運用が可能であること。

	
	システム機能
	別紙1　機能一覧「クラウドシステム機能」に記載の機能を有すること。

	資格管理
	管理側アカウント管理
	・職員用アカウントを登録できること
・登録できるユーザ数は無制限であること（職員は、１アカウントとしても良い。）

	データセンター
	
	・利用するデータセンターは、政府情報システムのためのセキュリティ評価制度における、ISMAPクラウドサービスリストへの登録がされていることが好ましい。
・利用するデータセンターは日本国内に立地していること。
・建築基準法の新耐震基準を満足した耐震構造又は免震構造であること。
・水没や浸水の恐れがないこと。
・消防法に基づいた消火設備及び火災感知設備を有すること。
・無停電電源装置等による電源トラブル対策がなされていること。
・入室を許可された者以外の立ち入りを禁じていること。
・カードキー等により、許可された者以外の入室を排除すること。
・入退室の記録がされていること。
・国際認定機関フォーラム（IAF）加盟団体から、ISMS認証を取得していること。





第1章  操作研修等
第1条 システム操作研修
１	本システムの運用開始に合わせ操作マニュアルを作成のうえ、職員等を対象とするシステム操作研修を行うものとする。また、今後のシステム運用を円滑に行うため、操作研修はシステム管理者、一般利用職員向け等役割に応じて実施するものとする。なお、マニュアルは、管理者用と一般利用者用の2種類を作成し、電子媒体にて納品すること。なお、研修対象者は､システム管理者約４人(上水２人,下水２人)及び、５ページ表１．システムライセンス数のとおりの人数程度を想定している｡


ハードウェアの調達
ハードウェアの仕様要件
１	本業務で構築するシステム構成において、調達するハードウェアは、次に留意し調達するものとする。
各機器の仕様については、以下の要求仕様を満たした上で、システム運用に関する信頼性・安定性・拡張性等を十分確保できる構成とすること。
各機器の要求仕様は、以下の通りとする。
表４．ハードウェア要件
	[bookmark: _Toc504568748][bookmark: _Toc504569034][bookmark: _Toc505964796][bookmark: _Toc51154772][bookmark: _Toc112848944]項目
	数量
	仕様

	窓口用クライアント端末
（デスクトップ型及びノート型）
	４台
	・端末については、デスクトップもしくはノートとする。
・OSはWindows11Proとすること。
・Microsoftoffice365をプリインストールすること。

	高速カラーレーザープリンタ
	２台
	・最大A3サイズの印刷が可能なものにすること。
（窓口用パソコンからの印刷時に使用する。）


※現場からの台帳閲覧は、スマートフォンや、タブレット等からの閲覧を想定しており、調達を予定していない。
※窓口用端末については、庁内サーバへ接続することができない。スタンドアロン（オフライン）クラウド等の利用を想定している。水道局にて、回線契約を要する場合は別途協議すること。


システム保守・運用
システム保守・運用
１	　本業務で構築するシステム保守・運用の要件は、次のとおりとする。
システムの保守期間
システムの保守期間は、システムの本稼動から１２カ月とする。
業務完了の年度末を保証期間とし、期間満了後は新たに保守契約を締結するものとする。
保守・運用体制
対応窓口の開設時間は平日午前８時３０分～午後５時１５分とする。
また、発注者へ２時間以内に訪問可能な保守拠点を設置すること。システムエンジニアの訪問に限らず、状況を確認するために登庁できる体制を整えること。
[bookmark: _Toc112848945]保守運用
①基本事項
ア．受注者は、故障発生時、速やかに障害の切り分けを行い、各事業者と連携して対応すること。
イ．障害発生時の対応は、即日復旧を原則とすること。ただし、委託者と発注者にて協議のうえ後日対応とした場合はこの限りではない。
②ソフトウェア保守
保守内容は下記に示す事項を実施するものとする。
ア．電話・E メール等によるシステム操作に対する質問受付
イ．ユーザ過失による障害時の対応
ウ．システムの修正プログラム適用やバージョンアップ
エ．システム操作研修（年１回）
[bookmark: _Toc51154780][bookmark: _Toc112848950]③ハードウェア保守
保守内容は下記に示す事項を実施するものとする。
ア． 故障発生時の原則オンサイト保守を実施
※ただし、オンサイト保守のサービスメニューのない機器については、センドバック保守でも可とする。
イ．修理が完了した機器についての再設定・設置
ウ．稼働状況の確認（年４回）
エ．セントバック保守時に発生する送料等は、受注者負担とする。
オ．セントバック保守に係る機器については、補償内容に応じて先出を受けるものとする。
2　上記以外のシステム保守・運用、製品保証に関する事項は、構築期間中にSLA（Sevice Level Agreement）を発注者と受注者の間で取り決めることとし、SLAに沿って対応すること。
3　システム保守・運用費用における内訳や、作業内容、について、説明すること。



提案事項
提案事項
１	　企画提案書の「５．提案事項」は、次のとおりとする。なお、提案事項については任意であり、提案がない場合でも減点の対象とはならない。
上水道におけるストックマネジメント機能
下水道におけるストックマネジメント機能に類似するもの（内容は下水道の機能確認書を参照）。
上水道における管路評価機能
　　　管路の諸条件（材質等）のデータより更新優先度の基準を設定し、基準に基づき優先度を判定及び、判定結果をExcel出力・図形化・図面出力等ができるもの。
(3)上水道における管路更新機能
　　　管路評価に基づき、更新計画を策定・管理等ができるもの。
２	　企画提案書の「６．その他提案事項」は、次のとおりとする。なお、提案事項については任意であり、提案がない場合でも減点の対象とはならない。
0. 災害時の利活用
0. その他提案
0. 前橋市内でのデータ共有

成果品
成果品
成果品は下表のとおりとする。報告書等は正副２部作成すること。
上下水道台帳管理システム	１式
クラウドシステムライセンス　	１式
クライアント端末（デスクトップ型及もしくはノート型）	４台
クライアント端末（プリンタ）　　　　　　　　　　　　　２台
操作マニュアル（紙面２部及びPDF）	１式
システム構築業務報告書	１式
システム保守・運用業務報告書（1回/年）　　　	１式
[bookmark: _Toc13740640]

別紙1：機能一覧
0. 基本機能　

	機能名称
	機能概要

	地図表示
	ズーム
	表示地図の縮尺を一定割合で拡大・縮小

	
	
	表示地図領域内でマウス操作により矩形領域を指定し拡大・縮小

	
	
	指定の縮尺で地図を画面に表示

	
	
	マウスホイールの操作により地図を拡大・縮小

	
	
	地図縮尺を変更せずに、地図の一部分を拡大表示

	
	移動
	マウス操作により表示地図の任意の箇所１点を指定し、指定した箇所を画面の中心に表示

	
	
	マウス操作により地図をつかんだようにして移動

	
	
	座標値を任意に入力して、入力した座標位置を中心に地図を画面表示

	
	地図回転表示
	北を上で表示する以外に、任意の方角を上に地図表示

	
	
	地図を回転表示させる角度を任意に数値指定

	
	地図サイズ変更
	地図画面がウィンドウサイズに連動

	
	戻る・進む
	地図の表示状態に関して、操作前（後）の表示範囲にもどる（進む）できる

	
	全域表示
	地図の全域を表示

	地図表現
	ラスター
	ラスターデータをレイヤとして重ね合わせる

	
	ベクター
	ベクターデータをレイヤとして重ね合わせる

	レイヤ管理
	レイヤ表示
	画面上に表示させるレイヤのON/OFFを任意に切替える

	
	
	システムで管理されるレイヤを階層毎に分類してレイヤツリーとして表示

	
	
	レイヤごとに、線種、線色、塗りつぶし色等の表現（スタイル）を設定･変更

	
	
	レイヤの表示を任意の縮尺範囲でのみ表示されるように設定･変更

	
	レイヤセット
	レイヤ表示のON/OFFや、スタイルを記憶し、名前をつけてレイヤセットとして保存する機能。複数のレイヤセットが保存可能

	
	
	保存されているレイヤセットを呼び出す事で、瞬時に多数のレイヤのON/OFFやスタイルを切り替え

	
	
	ログアウト時にチェックONしていたレイヤセットを、次回起動時に自動的に適用

	
	
	ユーザ単位に起動時に表示されるレイヤセットを登録

	索引図
	索引図表示
	メインの地図画面とは別に索引図を表示し、メイン地図画面の表示領域を示す

	
	
	索引図上をマウス操作でクリックし、メイン地図画面の表示位置を索引図上でクリックした位置に移動

	2画面表示
	2画面表示
	2つの地図画面を並べて表示

	
	2画面同期表示
	メイン地図の動きと同期しサブ地図画面も拡大/縮小・移動

	属性管理
	基本属性
	図形に対応するテキスト情報などを属性情報として関連付けて管理

	
	
	作図した図形に対して関連する属性を入力し付与

	
	
	指定した図形に関連付く任意の属性の値を編集し、更新

	
	
	指定した図形に関連付く任意の属性の値を削除

	
	定型台帳入力
	定型台帳にて入力

	
	調書出力
	調書をEXCEL、PDF形式で出力

	検索
	地図検索
	ツリー形式で検索

	
	
	住所や目標物のキーワードを入力して対象の住所や目標物の位置を地図表示

	
	
	リスト形式で検索

	
	
	地図検索項目を管理（追加・編集・削除）

	
	属性検索
	検索条件を設定して属性データを検索し表示

	
	
	属性一覧画面で、絞り込み検索を実施

	
	
	条件検索で表示された属性一覧より選択した属性情報に対応する地物を強調して地図表示

	
	
	矩形・円・ポリゴン等を入力し、入力範囲に含まれた地物の属性を抽出

	印刷
	地図印刷
	画面表示した地図データをPDF出力、画像出力（多画面の地図画像の出力も対応）

	
	
	印刷する地図縮尺を指定

	
	
	画面上で表示されている地図の範囲を印刷

	
	レイアウト印刷
	印刷レイアウト（印刷時の地図や装飾の配置や大きさ）を自由に変更・設定

	
	
	印刷テンプレートとして保存された任意の印刷レイアウトを呼び出して印刷

	
	
	印刷する地図にタイトルや方位シンボル等の装飾を施す
（タイトル、方位シンボル、スケールバー、縮尺文字列、索引図、地図凡例、主題図凡例、任意のテキスト、任意のピクチャ、属性情報、注意文、四隅座標、連続印刷番号）

	
	連続印刷
	印刷枠を一つずつ配置

	計測
	距離計測
	地図上でマウスクリックにより指定した多点間の距離を計算

	
	面積計測
	地図上でマウスクリックにより指定した多角形の面積を計測

	主題図
	個別値主題図
	属性情報の値で地図上の図形色分け、シンボルを表示

	
	主題図凡例表示
	主題図の凡例を表示

	
	既定の主題図
	設定した主題図を地図起動時に表示

	出力
	クリップボードコピー
	地図画面上でマウス操作により矩形領域を指定して、指定範囲を画像としてクリップボードに取り込む

	
	画像ファイル出力
	表示中の地図を指定された用紙サイズで出力

	
	Shapeエクスポート
	Shapeファイル形式で、エクスポート

	
	DXFエクスポート
	DXFファイル形式で、エクスポート

	
	SXFエクスポート
	SXFファイル形式で、エクスポート

	入力
	Shapeインポート
	Shapeインポート

	
	EXIFファイルインポート
	Exifファイルインポート

	
	DXFインポート
	DXFファイルインポート

	
	SXFインポート
	SXFファイルインポート

	
	属性表インポート
	属性表をインポート

	マイレイヤ
管理
	マイレイヤ追加
	ユーザが自身のレイヤ（マイレイヤ）を追加する

	
	マイレイヤ編集
	ユーザが自身のレイヤ（マイレイヤ）を編集する

	
	マイレイヤ削除
	ユーザが自身のレイヤ（マイレイヤ）を削除する

	その他
	構築環境
	庁内サーバかつ、Chrome、edgeのブラウザで動作する





(4) 上水道機能

	機能名称
	機能内容

	台帳管理
	台帳表示
	水道施設の属性を表示

	
	台帳検索
	水道施設の属性を検索

	
	断水検索
	断水区域分析情報一覧
	登録されている断水区域分析結果の概要情報を一覧表示
及び分析結果と分析条件の復元及び再分析

	
	
	断水区域分析・登録
	工事指定箇所より断水範囲を抽出し、閉栓操作すべき制水弁を表示

	
	
	開閉バルブの設定
	シミュレーション用に弁栓の開閉状態（常に開栓、常に閉栓を含む）を変更

	
	
	断水区域分析結果の表示
	断水区域分析結果の表示を内容毎に地図上で強調表示且つ属性テーブル上に一覧表示

	
	
	強調表示切替
	断水区域分析結果に含まれる各施設を強調表示

	
	
	工事支援図の出力
	基本情報、断水区間等の内容を工事支援図の出力

	
	施設入力更新
	図形データ編集
	線図形入力・編集
	線図形データの入力及び修正

	
	
	
	面図形入力・編集
	面図形データの入力及び修正

	
	
	
	シンボル入力・編集
	シンボル図形データの入力及び修正

	
	
	
	テキスト入力・編集
	テキストデータの入力及び修正

	
	
	
	引出線付テキスト入力・編集
	引出線付テキストデータの入力及び修正

	
	
	
	オフセット入力
	指定した施設にオフセット線と注記の入力

	
	
	
	管路分割
	指定した点で管路を分割

	
	
	
	スナップ処理
	図形入力の際に同一レイヤ及び他レイヤの図形の頂点や線上に接続

	
	
	
	削除
	既に入力されている施設を削除

	
	
	属性データ編集
	新規入力
	属性情報の新規入力

	
	
	
	属性編集
	既に入力されている施設の属性情報を修正

	
	
	
	注記文字自動表示
	入力した属性データを元に注記文字を自動的に発生

	
	
	新規入力時の図形と属性の連動入力
	図形データを新規入力すると属性データの入力画面を連動して表示

	
	
	料金データ取り込み
	水道料金データの取り込み
	水道料金徴収システムより出力した料金データ（CSV形式）を水道料金属性テーブルへインポート

	
	
	
	水道メータのマッチング処理
	「水道料金データの取込み処理」でインポートした料金データとメータ属性を水栓番号で全件マッチング

	
	帳票・調書
	定型の帳票を出力（総括、管路、弁栓、給水装置）

	工事情報管理
	工事情報登録
	工事種別、工事開始予定年月日、予定終了年月日等を登録

	
	工事情報検索
	工事情報が持つ属性値で工事情報を検索

	
	ファイリング
	図形と関連付けられたファイルを表示・閲覧

	耐震適合地盤判定
	耐震適合地盤判定マップの取り込み
	耐震適合地盤判定マップ（水道技術研究センター公表、250ｍデータ）の取り込みと、群馬県地震被害想定調査との整合

	
	管路情報との重ね合わせ
	耐震適合地盤判定マップに含まれる管路（ダクタイル鋳鉄管（Ｋ型、Ｈ11以降布設のＴ型））の抽出、集計

	管網解析
	属性更新
	エリア一括更新
	エリアを指定し、選択範囲内を検索・修正

	
	
	地盤高更新
	基盤地図情報等の地盤データを利用して更新

	
	
	流速係数設定
	流速係数を管種別や配水系統・エリア選択等で設定

	
	
	配水系統編集
	配水系統の1人1日給水量等の属性情報を編集（修正・追加・削除）

	
	計算
	節点等での水頭及び管路での流量・流速計算の他滞留時間、残留塩素濃度の計算

	
	
	圧力依存を考慮した計算（流出水量の圧力依存性を考慮した水理計算手法）

	
	分析
	文字設定
	施設の属性、計算結果の値で文字表示

	
	
	色分け表示
	施設の属性、計算結果の値で色分け表示

	
	
	流方向表示
	流方向と施設の向きを表示

	
	
	有効水頭表示
	有効水頭を表示

	
	
	上下流追跡
	指定した地点から上流・下流を検索し、色分け表示

	
	
	流方向比較表示
	流方向変化箇所を表示

	
	
	流量比較表示
	流量の変化量等を色分け・文字表示

	
	
	流速比較表示
	流速の変化量等を色分け・文字表示

	
	
	濁水範囲予測
	濁水範囲予測を行い、影響範囲を画面上に表示

	
	印刷
	計算結果を縮尺指定・用紙指定等で印刷

	
	プロジェクト管理
	管網モデルの選択及びコピーや保存を行う機能

	維持管理
	要望・苦情
	受付情報登録
	要望苦情の受付情報を位置情報とともに登録

	
	
	受付情報編集
	受け付けた要望苦情に対する対応内容を編集

	
	
	状態管理
	受付情報の状態管理（対応中、完了など）

	
	
	帳票印刷
	所定の書式の帳票を印刷

	
	漏水受付
	漏水修繕情報登録
	漏水に関する住民要望の受付情報を管理

	
	
	調査点検情報管理
	現地調査・点検情報を管理

	
	
	修繕情報管理
	漏水に関する修繕処理の内容を管理

	
	
	漏水履歴管理
	管路に対する漏水履歴情報を管理

	
	
	帳票印刷
	所定の書式の帳票を印刷

	
	修繕工事
	修繕工事情報登録
	修繕工事情報を位置情報とともに管理

	
	
	修繕工事情報編集
	修繕工事情報を編集

	
	
	修繕工事情報履歴管理
	管路に対する修繕歴情報を管理

	
	
	帳票印刷
	所定の書式の帳票を印刷

	
	
	一括検索
	水道施設の維持管理情報を画面上で一括検索

	
	
	情報登録・編集
	水道施設の維持管理情報をカルテ上で登録・編集

	
	一括処理
	計画エリア作成
	計画的維持管理を行う対象エリア図形を作成

	
	
	登録用データ出力
	維持管理情報を一括登録するための登録用データを出力

	
	
	登録済データ取込
	一括登録するための登録済データを一括で取り込み

	
	
	維持管理情報履歴出力
	登録されている維持管理履歴情報を出力





(5) 下水道機能（農業集落排水含む）

	機能名称
	機能概要

	台帳管理
	台帳表示
	下水道施設の属性を表示

	
	台帳検索
	下水道施設の属性を検索

	
	施設入力更新
	図形データ編集
	線図形入力・編集
	線図形データの入力及び修正

	
	
	
	面図形入力・編集
	面図形データの入力及び修正

	
	
	
	シンボル図形入力・編集
	シンボル図形データの入力及び修正

	
	
	
	テキスト入力・編集
	テキストデータの入力及び修正

	
	
	
	引出線付テキスト入力・編集
	引出線付テキストデータの入力及び修正

	
	
	
	オフセット入力
	指定した施設にオフセット線と注記の入力

	
	
	
	管路分割
	指定した点で管路を分割

	
	
	
	スナップ処理
	図形入力の際に同一レイヤ及び他レイヤの図形の頂点や線上に接続

	
	
	
	削除
	既に入力されている施設を削除

	
	
	属性データ編集
	新規入力
	属性情報の新規入力

	
	
	
	属性編集
	既に入力されている施設の属性情報を修正

	
	
	
	注記文字自動表示
	入力した属性データを元に注記文字を自動的に発生

	
	
	料金データ取り込み
	水道料金データの取り込み
	水道料金徴収システムより出力した料金データ（CSV形式）を水道料金属性テーブルへインポート

	
	
	
	水道メータのマッチング処理
	「水道料金データの取込み処理」でインポートした料金データとメータ属性を水栓番号で全件マッチング

	
	
	新規入力時の図形と属性の連動入力
	図形データを新規入力すると属性データの入力画面を連動して表示

	
	帳票・調書
	定型の帳票を出力（総括、管渠、人孔等）

	
	上下流追跡
	追跡
	指定した施設から終着点までの全ての施設を追跡し抽出

	
	
	一覧表示
	上下流追跡により抽出された施設の一覧を表示

	
	縦断面図作図
	縦断図作成
	指定した任意の施設の縦断図を自動作成

	
	
	平面図作成
	指定した範囲の平面図を自動作成

	
	
	横断図作成
	指定した箇所の横断図を自動作成

	
	
	出力
	縦横断図面を印刷またはCAD形式で出力

	工事情報管理
	工事情報登録
	工事種別、工事開始予定年月日、予定終了年月日等を登録

	
	工事情報検索
	工事情報が持つ属性値で工事情報を検索

	
	ファイリング
	図形と関連付けられたファイルを表示・閲覧

	排水設備管理
	受付
	新規に受け付けた排水設備情報を登録

	
	検索
	排水設備情報の項目に従った検索

	
	確認
	確認待ちの排水設備情報を一覧で表示

	
	竣工検査
	竣工待ちや検査待ちの排水設備情報を一覧で表示

	
	指定工事店管理
	給水装置指定工事店一覧(Excel等)をインポートして登録

	
	集計表出力
	指定した年度の排水設備申請件数や検査件数を集計し出力

	受益者負担金管理
	賦課区域入力
	地図上に賦課区域を入力

	
	賦課予定地入力
	地図上に賦課予定地を入力

	
	供用開始区域入力
	地図上に供用開始区域を入力

	
	検索
	所在地、供用開始日等により賦課区域や予定地等を検索

	
	編集
	賦課区域や予定地、供用開始区域を編集

	
	納付状況取り込み
	事務システムからのデータを取り込み

	維持管理
	苦情・要望
	受付情報登録
	要望苦情の受付情報を位置情報とともに登録

	
	
	受付情報編集
	受け付けた要望苦情に対する対応内容を編集

	
	
	状態管理
	受付情報の状態管理（対応中、完了など）

	
	
	帳票印刷
	所定の書式の帳票を印刷

	
	点検・調査管理
	
	下水道維持管理指針記載項目に準拠した項目を管理

	
	施設カルテ
	表示
	下水道台帳管理システム標準仕様（案）に準拠した維持管理項目を画面上で一覧表示

	
	
	一括検索
	下水道施設の維持管理情報を画面上で一括検索

	
	
	情報登録・編集
	下水道施設の維持管理情報をカルテ上で登録・編集

	
	一括処理
	計画エリア作成
	計画的維持管理を行う対象エリア図形を作成

	
	
	登録用データ出力
	維持管理情報を一括登録するための登録用データを出力

	
	
	登録済データ取込
	一括登録するための登録済データを一括で取り込み

	
	
	維持管理情報履歴出力
	登録されている維持管理履歴情報を出力

	
	
	年度別管渠表示
	下水道管渠の施工年度別色分け表示

	
	
	処理分区ごとの検索
	処理分区ごとに、水洗化情報を出力

	ストックマネジメント
	外部データ取込
	ストックマネジメントシミュレーションに必要となる個別GIS以外のデータを直接入力及びCSV、Excelファイル等でインポート

	
	劣化予測分析
	劣化予測
	管きょ、人孔等対象施設ごとに材質、種別など劣化予測のグルーピング要因を設定

	
	
	予測結果表示
	情報取得機能で得たデータ（属性情報、点検調査結果、緊急度等）を入力データとし、グルーピングした施設単位ごとに、ワイブル予測式等の健全率予測式に必要なパラメータを推定し、健全率予測式を作成

	
	
	
	グルーピング単位での健全率予測式の結果をグラフ等で表示

	
	
	結果出力
	劣化予測結果を、CSV、EXCEL形式やグラフで出力

	
	リスク評価
	被害規模評価
	被害規模の評価項目及び評価点基準を設定

	
	
	発生確率評価
	発生確率の評価項目及び評価点基準を設定

	
	
	リスク評価
	被害規模、発生確率評価に基づきリスク評価を実施

	
	点検・調査計画支援
	優先度判定
	点検調査を実施するにあたっての条件設定を任意に行うことができ、調査優先度を自動判定し年度ごとの点検調査計画を作成

	
	
	調査費算出
	優先度に基づき点検調査単価に伴う年度別の点検調査費用を算出

	
	
	調査費平準化
	年度ごとに調査費を設定し点検調査費用を平準化

	
	
	結果表示
	シミュレーション結果は下水道台帳管理システムにエクスポート（下水道管路施設の情報と関連付け）

	
	
	結果出力
	分析結果をCSV及びExcelファイル等で出力

	
	修繕・改築計画支援
	条件設定
	年別の予算額、平準化、目標耐用年数等のシナリオ条件が設定

	
	
	改築シナリオ算出
	条件設定により、任意の期間の予算制約を踏まえた改築シナリオを算出

	
	
	更新費用シミュレーション
	改築修繕単価に伴う年度別の更新費用を複数シナリオ毎に算出

	
	
	事業費平準化
	上記により算出した改築修繕費用を年度ごとに平準化

	
	
	シナリオ結果出力
	改築シナリオごとに算出結果を表およびグラフ化し視覚的に比較評価でき最適シナリオをユーザが選択

	
	
	
	改築シナリオの算出結果を下水道台帳管理システムにエクスポート（下水道管路施設の情報と関連付け）

	下水道普及率計算
	普及率算定
	住基データと整備済み箇所をマッチングして下水道処理人口普及率を算出

	
	
	計算に使用する住基データを年ごと更新





(6) クラウドシステム機能

	機能名称
	機能概要

	地図機能
	地図表示
	航空写真等のデータを背景ラスタータイルデータとして格納し、表示

	
	
	ベクターデータをレイヤとして重ね合わせ、地図上に表示

	
	
	ベクタータイルを表示

	
	
	動的に生成されるベクタータイルを表示

	
	
	地図にスケールバーを表示

	
	
	表示レイヤに応じて、地図上にクレジット情報を表示

	
	
	地図の中心、又はマウス位置の座標（経緯度）を表示

	
	地図操作
	画面コントロールにより表示地図の縮尺を一定割合で拡大・縮小

	
	
	マウスホイールにより表示地図の縮尺を一定割合で連続的に拡大・縮小

	
	
	マウス操作により地図をつかんだようにして移動

	
	
	ウィンドウのリサイズ等の操作に応じ、ウィンドウサイズに連動して地図表示領域を変更

	
	
	位置、縮尺、テーマを記録・再現可能なURLを取得

	レイヤ管理
	地図切り替え
	地図（レイヤセット）を切り替え

	
	レイヤツリー表示
	レイヤをツリー上に表示

	
	静的凡例表示
	事前に準備した画像をレイヤの凡例として表示

	
	レイヤ表示
	ベクターデータのレイヤをON/OFF

	
	
	ラスタータイルのレイヤをON/OFF

	
	
	ベクタータイルのレイヤをON/OFF

	属性管理
	基本属性
	属性情報を表示

	
	属性データ型
	属性情報として以下のデータ型を利用
・整数型・実数型・文字列型・日付型（西暦）・URL型（登録されたURL値はハイパーリンクとして表示可能）・コード型

	
	属性登録
	属性の登録

	
	属性編集
	属性の編集

	維持管理
	要望・苦情
	受付情報登録
	要望苦情の受付情報を位置情報とともに登録

	
	
	受付情報編集
	受け付けた要望苦情に対する対応内容を編集

	
	
	状態管理
	受付情報の状態管理（対応中、完了など）

	
	漏水受付
	漏水修繕情報登録
	漏水に関する住民要望の受付情報を管理

	
	
	調査点検情報管理
	現地調査・点検情報を管理

	
	
	修繕情報管理
	漏水に関する修繕処理の内容を管理

	
	
	漏水履歴管理
	管路に対する漏水履歴情報を管理

	
	上下流追跡
	追跡
	指定した施設から終着点までの全ての施設を追跡し抽出

	関連ファイル管理
	関連ファイル表示
	地物が保持する関連ファイルの一覧（サムネイルなど）や個々の関連ファイルを表示

	
	関連ファイル登録
	関連ファイルの登録
※スマホやタブレットなど写真撮影機能を備えるデバイスの場合、写真を撮影し、関連ファイルとして付与する

	
	関連ファイル編集
	関連ファイルの編集

	

	図形管理
	図形登録
	任意のポイント・ライン・ポリゴンの各レイヤに対し、マウス操作により点を入力して新規に図形を登録

	
	図形削除
	既存の図形を選択し、削除

	
	図形移動
	既存の図形を選択し、移動

	
	図形無し属性
	図形無属性から図形を作図

	検索
	キーワード検索
	レイヤ横断で表示レイヤ属性をフリーワードで検索し、検索結果を一覧表示

	
	属性テーブル指定
	属性テーブルを指定して属性をフリーワード検索し、検索結果を一覧表示

	
	検索結果表示
	一覧表示された検索結果から、属性に関連付く図形の位置を地図表示

	
	条件検索
	属性項目を指定した検索

	
	
	図形無属性が検索

	
	範囲指定検索
	範囲を指定して検索

	
	検索結果表形式表示
	検索結果を表形式で表示

	
	民間データ検索
	住宅地図等の施設・住所データを検索

	
	ルート検索
	出発地・目的地・経由地を指定した経路検索

	計測
	延長計測
	ユーザが計測時に描いたラインの延長を計測可能

	
	面積計測
	ユーザが計測時に描いたポリゴンの面積を計測可能

	主題図
	個別値主題図
	個別値主題図を適用

	
	ラベル主題図
	ラベル主題図を適用

	出力
	基本印刷
	印刷（ブラウザ出力、PDF出力）

	
	簡易帳票
	属性の情報を帳票形式で出力

	マルチデバイス対応
	デバイスに応じたレイアウト
	利用デバイス（PC・スマートフォン・タブレット）に応じたレイアウトで表示

	データ・システム連携
	地理院タイルのバンドル
	地理院地図で公開されている地理院タイルを背景として表示
※デフォルトで以下の種類の地図を選択可能で、他の種類の地図も必要に応じて追加可能なこと
・標準地図・淡色地図・白地図・航空写真（全国最新写真）・色別標高図

	
	XYZ形式データの参照
	XYZ Tiles形式のデータを背景として表示可能なこと
※例：（国土地理院）重ねるハザードマップ等

	
	庁内システムとの連携
	庁外で登録・編集されたデータを、庁内システムに自動連携可能

	
	
	庁内システムより連携データをエクスポートし、庁外システムに連携データをインポート
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